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ている。この「新観光地理学new tourism geographies」を日本で本格的に最初に試みたのが本論文である。 
理論的な考察では、観光空間が、他性や真正性、そして境界性や異種混淆性といった特長を有しており、
その生産には空間スケール、アイデンティティ、ポジショナリティ、文化ポリティクスの問題が密接に関係
していることを論じている。そしてこれらの視点を資本主義社会における想像的かつ物質的な空間形成過程
について説明したH.ルフェーブルの空間の生産論と接合させた枠組みを用いて、近代期における観光空間の
生産過程についての考察を、いくつかの日本の事例を取りあげて行っている。 
観光空間を読み解くために、他性とアイデンティティ、空間スケールと異種混淆性、真正性とポジショナ
リティ、境界性と場所神話という対概念を対置させ、その説明については新たな知見をもたらしており、豊
富な英語文献を渉猟した成果が開花していると評価できる。しかしこの概念の対置が有効なのかどうかとい
うことに関しては、観光研究に応用するときにある程度便宜的に使い分けた対概念として限界があることが
表明された。その説明は妥当なものと判断している。 
 第Ⅰ章では、近代リゾートである和歌山県南部に位置する南紀白浜温泉を事例に、明治の草創期から戦後
期までに、観光空間がどのように生産されたのかを、他所イメージと場所神話に注目して検討したものであ
る。初期には自然・素朴さ・伝統のイメージが他所性を創出し、温泉イメージと重なり合うなかで療養の場
所神話を形成したこと。次に都市大阪の黒っぽいイメージと対比される白良浜や近代女性という白さの場所
イメージが、西洋イメージと結びつくことで、恋愛や理想的な近代的空間という境の場所神話を形成したこ
と。そして戦後には南国イメージを強調した楽園、癒しや性的な奔放、新婚旅行の聖地といった多様な場所
神話を創出したことを叙述する。草創期の本田静六らの開発計画や、白浜土地開発会社などの作り手の議論
も組み込まれ、より遠方の欲望が投影された他所イメージを喚起し、多様な他性のイメージや都市的なイメ
ージを投影しながら、結果として異種混淆性を特長とする観光空間が創造されることを明らかにした。白浜
をこのような切り口で分析するのは初めての試みであり、史料的な新たな発掘も含め開発過程に新知見をも
たらしたという意味でも高く評価できる章である。 
 第Ⅱ章は、明治期以降工業都市として発展する和歌山市を対象に、大阪との結びつきと、和歌浦という名
勝旧跡を有している自然景勝の空間の開発の解明を行い、和歌山市全体の観光都市化の言説を分析するとい
った少々込み入った内容となっている。画期は明治末期から開発に急展開を見せた新和歌浦の開発にあり、
市内電車を通じての大阪との結びつきが観光化の機運をうながしたことや、地元資本家たちの新和歌浦とい
う新しい近代的観光空間の創造が詳細に叙述される。そうした観光都市化の過程で、和歌山城の観光資源と
しての再発見、さらには東京から帰郷した知識人としての喜多村進によって、観光空間としての和歌山市と
いう郷土の発見、都市美運動やナショナリズムと親和的な寺社仏閣が新しい観光の目的地として再発見され
ることを明らかにしている。大都市と差異化された場所の開発が重要であり、知識人のまなざしが住みよき
都市創造に利用されたり、他性を喚起することを説得的に述べている。言説分析が観光地開発の分析に比し
やや弱いことは否めないが、和歌山市の近代を新たな観点から一都市空間レベルで照射しながら、その近代
都市化をあきらかにしたものとして評価できる。 
 第Ⅲ章では、日本統治期の台湾において1930年代の三箇所の国立公園選定過程から、台湾における観光空
間の生産と植民地下のナショナリズムとの関係、そして他所の心象地理の間の相互関係について検討を行っ
ている。台湾や日本で所蔵される文献資料を駆使し、選定過程がそれに関わる人物への分析も踏まえて詳細
に紹介される。特筆すべき分析結果は、内地における選定基準を適応して、それが結局日本のナショナリズ
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ムと親和的な山岳的風景が推奨されたこと、台湾南部の熱帯的風景地が在台の知識人が推奨したのにもかか
わらず、台湾での観光や自然保護の重要性が否定されたことなどである。その分析には圧倒されるものがあ
る。この選定過程で露出した矛盾ある議論として、山岳としての国立公園化と、観光地化としての熱帯的風
景の取り込みという点が対立し、結局は異種混淆の空間が生産されたことを明らかにしている。台湾の国立
公園化をこれほど詳細に捉えた研究は初めてであり、台湾の研究者からも注目された質の高い内容とこの章
は評価できる。 
 第Ⅳ章も、戦前から戦後の沖縄を対象にした観光空間の生産の問題を、他性のイメージや場所神話、そし
てアイデンティティの変容とからめて、観光空間の生産の関係性を、沖縄を事例として検討している。「蘇鉄
地獄」の不況や亜熱帯の悪環境のイメージから、亜熱帯の南国的で魅惑的でエキゾチックなイメージへの変
容、那覇市の辻遊廓に収斂される女性的なエロティシズムの心象地理が活写される。また戦中期、柳宗悦ら
の沖縄での活動が、方言、墓地、沖縄の呼称問題について、本土的な近代日本の真正性との対立をはらみ、
沖縄観光そのものがその後アイデンティティをめぐるポリティクスの問題に巻き込まれていったことを明ら
かにした。この分析は研究史上初めての成果として評価される。戦後は、戦跡観光、ショッピング観光の隆
盛から、亜熱帯植物の再生すると同時に海浜リゾートを創造するという沖縄の観光資源の将来のあり方が示
され、最終的には、海洋博につながり、それが沖縄観光の海と亜熱帯を中心としたイメージを広く流布する
装置となっていたこと指摘している。変転著しい沖縄の観光をめぐる言説と場所イメージに対して多くの素
材を提示し、場所イメージやそれが喚起する場所神話が変奏することと、それが沖縄アイデンティティと本
土のアイデンティティとの相克のなかから、地元民の捉え方やその対応も大きく影響を受けたことを、理論
的な枠組みをバックにうまく描いている。近代日本という枠組みに果たしてこの沖縄の素材がどれほどフィ
ットするのか、近代概念の問い直しも必要であるとの指摘もあったが、今後沖縄の観光研究の深化には一定
程度の貢献を果たしたのではないかと評価できる。 
 総じて、近年の人文地理学の理論的最先端を適切にキャッチしながら、そうした傾向を受けることがもっ
とも弱かった観光地理学に、理論的にも、そして実証的にも新風を吹き込んだことは高く評価されよう。白
浜や台湾の分析で見せた資料の渉猟の卓抜さと、言説分析をうまく展開できる能力も、その分析のもたらす
評価のあやうさを斟酌しても、前向きに評価できる。これも観光地理学の革新に大いに貢献したものと評価
したい。 
 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
